
＋異常なリンパ球を含む可能性のある組

織（リンパ節、臓器、腫瘤）の細胞診また

は生検を含めた精査、および治療・モニ

タリングの指針となるステージング（胸

部X線検査や腹部超音波検査などの画

像検査）を検討してください。

＋次のステップを決定するため、腫瘍

の専門家への相談も含めて検討して

ください。
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リンパ腫の臨床判断を支持リンパ腫の疑いが強い？

いいえ

臨床徴候の他の原

因について検査を

継続してください。

陰性結果はリンパ腫の可能性が低いこ

とを示唆しますが、リンパ腫を完全に

否定するものではありません。

臨床的にリンパ腫が引き続き疑われる

場合は、追加検査（例：リンパ節の細胞

診、病理組織学的検査を伴う生検、胸

部X線検査、腹部超音波検査など）を検

討し、臨床徴候の原因をさらに精査す

ることが推奨されます。

はい
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